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オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

　「山あひの紅葉深まる学び舎
に本読み聞かす声はさやけし」。
皇太子殿下は、平成27年宮中
歌会始の儀において、その前年
に訪れた金山小学校の印象を歌
に詠まれました。その名誉を記
念し、新たな伝統を築いていこ
うと３回目の開催となった「金
山小歌会始」。１月12日、会場
の金山小学校では、５・６年生
を代表して優秀作品に選出され
た14名（右記のとおり）が、
工夫を凝らした歌を発表しまし
た。
　今年も流行語や時事問題をテ
ーマにした、小学生らしい豊か
な表現の作品が勢ぞろい。５・
６年生76名は、授業で短歌に
ついて学習を深めてから、自分

なりの歌を詠みました。審査し
た新庄瀧山短歌会の山田さん
は、優秀作品をひとつひとつ丁
寧に選評しながら「良い作品が
多く、選定には苦労した。年々
レベルが上がっている」と児童
たちの成長を喜びました。「短
歌はことば。自分の意思や思い
を伝える手段だ。短歌を通して
心が磨かれる」山田さんはこう
続け、短歌づくりの素晴らしさ
を語っていました。
　言葉を磨くことは心を磨くこ
と――。短歌づくりを通して、
金山の子ども達は言葉や心を磨
き、着実に成長しています。子
ども達を育む場となるこの伝統
が、末永く続くことを願ってや
みません。
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▼１体言止めとな
っている結句が余
韻深い柿崎ひまり
さんの歌。６年生人
気投票№１となっ
た。▼２－４新庄瀧
山短歌会による事
前学習の様子。児童
の詠んだ作品を講
師が丁寧に解説。児
童も真剣そのもの。


